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地殻活動モニタリングに関する検討
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ＧＮＳＳ連続観測から推定した日本列島の歪み変化

ＧＮＳＳ座標値データに基づいて1年間の歪み変化図を作成した．座標値の15日分の平均値から

１年間の変位ベクトルを算出し，それに基づいて歪みを計算している．

国土地理院資料

基準期間：2011/07/07 ～ 2011/07/21
比較期間：2012/07/07 ～ 2012/07/21
　　　　　　　　　　　 GEONET F3解

・2011年3月11日に発生した東北地方
　太平洋沖地震の余効変動の影響に
　よる歪みが見られる.
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気象庁作成 

② 

③④⑤ 

① 

① 2002/11/03 Mj6.3 (緑) 
② 2011/03/25 Mj6.3 (紫) 
③ 2011/03/31 Mj6.1 (橙) 
④ 2011/07/23 Mj6.4 (青) 
⑤ 2012/06/18 Mj6.2 (赤) 

2012 年 6 月 18 日宮城県沖の地震の震源付近における 
M６クラスの繰り返し地震 

 

 

 

     

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 ① ② ③ ④ ⑤

①  0.797 0.796 0.807 0.855

②   0.887 0.896 0.854

③   0.986 0.930

④   0.981

⑤   

図１．震源過程解析による①～⑤の地震のすべり量分布 

▲  観測点 

☆ 破壊開始点 

コンター間隔 0.1m 

表１．各地震間のコヒーレンス値（中央値）

図２．（左）①～⑤周辺（赤枠内）における 2011 年 3 月 11 日以降の小規模繰り返し地震の積算

すべり量の空間分布。コンターは図１のすべり量分布。（右）積算すべり量の時系列分布。灰

色太線は震源過程解析から求めた③、④、⑤のすべり量の大きな領域における積算すべり量。

km 
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138° 139° 140° 141° 142° 143° 144°

35°

36°

37°

38°

39°

40°

41°

42°

100 km

白抜き矢印：保守等によるオフセット補正

10cm

2011/03/11 M9.0

2.4cm(銚子)

4.6cm(相馬１)

2.2cm(八戸)

4.6cm(岩泉２)

5.9cm(山田)

2.1cm(北茨城)

5.5cm
(矢本)

1.0cm(東通２)

2.3cm(いわき４)

6.5cm(岩手川崎Ａ)

5.1cm(Ｍ牡鹿)

基準期間 : 2012/04/15 ‑‑ 2012/04/21 ［Ｆ３：最終解］

比較期間 : 2012/07/15 ‑‑ 2012/07/21 ［Ｆ３：最終解］

固定局：福江（長崎県）

国土地理院資料

東北地方太平洋沖地震（M9.0)後の地殻変動（水平）－３ヶ月ー

東日本で東向きの変動が見られる.
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138° 139° 140° 141° 142° 143° 144°

35°

36°

37°

38°

39°

40°

41°

42°

100 km

白抜き矢印：保守等によるオフセット補正

5cm

2011/03/11 M9.0

+0.4cm(銚子)

+1.0cm(相馬１)

+0.2cm(八戸)

+0.3cm(岩泉２)

‑0.3cm(山田)

+0.1cm(北茨城)

+1.4cm
(矢本)

+0.2cm(東通２)

+0.5cm(いわき４)

+1.3cm(岩手川崎Ａ)

+1.6cm(Ｍ牡鹿)

基準期間 : 2012/04/15 ‑‑ 2012/04/21 ［Ｆ３：最終解］

比較期間 : 2012/07/15 ‑‑ 2012/07/21 ［Ｆ３：最終解］

固定局：福江（長崎県）

東北地方太平洋沖地震（M9.0)後の地殻変動（上下）－３ヶ月ー
太平洋沿岸の一部観測点で隆起傾向が見られるが,その大きさは小さくなってきている.

国土地理院資料
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第 1図　地震後の各海底基準点の (a) 観測期間と水平移動量および (b) 水平移動ベクトル
　　　　（ユーラシアプレート安定域固定）
　　　　下里を基準として重心推定法（松本ほか、2008）にて解析した結果に，Sengoku (1998) で得られた下里の移動速度

 （291°, 3.2cm/year）を補正して算出した。(a) の観測期間を示すバーの色と (b) のベクトルの色とが対応しており，

　　　　赤色は地震後の全期間についての結果，「宮城沖１」の白色は 2011 年 7月 10 日の余震 (M7.3) 後の観測から得られた

　　　　結果を示す。図中の星は観測点近傍で起きた主な地震（黄色は本震，橙色は余震）を示す。
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期間：2012年04月07日 - 2012年04月21日（基準期間）【F3解】
　　　2012年07月07日 - 2012年07月21日（比較期間）【F3解】

東北地方太平洋沖地震後の余効変動の影響が見られる.

ＧＮＳＳ連続観測データから推定した地震後の歪み変化（東日本）３ヶ月

国土地理院資料

・太点線はフィリピン海スラブの北東端（Uchida et al.,2010,JGR)
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+0.0070/+0.0000/+0.0053 [m] +0.0065/-0.0026/+0.0112 [m]

東北地方太平洋沖地震後の地殻変動　対数関数近似（６）

地震後30日間のデータを除外して推定

表示期間　2011/03/11 18:00:00～2012/08/15 12:00:00【Q3解】

（６）Ｍ牡鹿(059071）　　　固定局：福江（950462）

成分 a [m]   b [day] c [m] χ2

地震後500日までのデータによる推定値
disp = alog(1 + t/b) + c

東西

南北

上下

+0.2352　65.99　+5.2779　

-0.0910　65.99　-1.7195　1.55　

22日間予測残差平均（東西/南北/上下）

+0.0796　65.99　-1.0871　

地震後400日までのデータによる推定値
disp = alog(1 + t/b) + c

成分 a [m]   b [day] c [m] χ2

東西

南北

上下

+0.2200　53.80　+5.2650　

-0.0851　53.80　-1.7146 　1.45

+0.0704　53.80　-1.0865　

100日間予測残差平均（東西/南北/上下）

国土地理院資料

東西

南北

上下
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累積 )20110312 - 20120712

contour int. 1.0m

20km

50 km

36˚

38˚

40˚

42˚

138˚ 140˚ 142˚ 144˚

40 km

60 km

顕著な滑りの移動は見られない .

平成 23 年（2011 年）東北地方太平洋沖地震後の

プレート境界面上の滑りの時間変化（３） （暫定）【モデル２】

国土地理院資料

時間と共にモーメントの解放速度が小さくなっている

データ期間　20110312 - 20120712 【F3 最終解（R3 速報解も含む）】　

地震直後の約 30 時間のモーメント増加量は含まれていない .
（剛性率：40GPa)
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重 点 検 討 課 題 の 検 討

「内陸で発生する地震について」
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図2	
 地表~地下の断層の位置・形状の評価イメージ 

「活断層の長期評価手法（暫定版）」報告書（地震調査委員会，2010）による 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3	
 通常の活断層イメージ（左）と短い活断層のイメージ（右） 

「活断層の長期評価手法（暫定版）」報告書（地震調査委員会，2010）による 
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第１９７回地震予知連絡会重点検討課題について 

 

タイトル「世界の巨大地震・津波」 

 

 

 

趣旨説明者 東京大学 地震研究所 佐竹健治 

 

 

 第190回地震予知連絡会以降、重点検討課題として、2011年東北地方太平洋沖地震に

ついての検討ならびに、「プレート境界に関する我々のイメージは正しいか？」と題し

て、南海トラフ・南西諸島海溝、千島海溝、相模トラフ・首都圏直下地域について検討

してきた。東北地方太平洋沖地震のようなM9クラスの巨大地震は日本ではこれまで記録

されていなかったが、世界では20世紀以降数回発生している。また、最近の古地震学的

研究からは、それ以前にも世界中の沈み込み帯で繰り返し発生していることが明らかに

なってきている。 

第197回地震予知連絡会 重点検討課題の検討では、世界各地の沈み込み帯における

巨大地震と津波に関する研究成果（地震学的な研究ならびに古地震学的研究）をレビュ

ーするとともに、M9クラスの巨大地震の断層パラメーターや繰り返し間隔に関する共通

性を見出すため最大マグニチュード、断層パラメーターのスケーリング、プレート間カ

ップリングについて、地域によらない共通性を抽出することを目的とする。 
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平成２４年８月２９日 

地震予知連絡会事務局 

 

平成24年度第1回重点検討課題運営部会報告 

 
１，来年度重点検討課題について 
 ・下記の課題を選定した． 

地震予知連 趣旨説明者 課  題  名 

第 197 回(2012.11) 佐竹委員 世界の巨大地震・津波 

第 198 回(2013.02) 松澤副会長 東北地方太平洋沖地震に関する検討（まとめ）

第 199 回(2013.05) 谷岡委員 日本海で発生する地震と津波 

第 200 回(2013.08) 山岡委員 短期・直前予知手法の検討と評価について 

 
２，重点検討課題のとりまとめについて 
 ・第 182 回地震予知連絡会から取り組まれてきた重点検討課題は，今会議で 15
回目となる．この間の議論を中心に，地震予知連絡会の取り組みを国民に理解し

て頂くことを目的に，地震予知連絡会ホームページで「重点検討課題を中心とし

た議論の紹介」を 8 月 30 日から公開する． 

 

18




